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「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」と

「
地
域
の
活
性
化
」を
テ
ー
マ
に
開
催

市
長
と
話
そ
う
！

小野地区

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

奥村　ひとみさん
(北梅本町)

細谷　龍之介さん（左）、
誠士朗さん（山越三丁目）

市
消
防
局
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
っ
ぴ
ー
カ
バ
ー
君

　
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
地
域
の
活
性
化
」
を
テ
ー

マ
に
１
月
17
日
、
地
域
別
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
小
野
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
地
域
の
防

災
体
制
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全・

安
心
、
商
店
街
振
興
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　
野
志
市
長
は
、
市
の
取
り
組

み
や
財
政
状
況
を
説
明
し
、「
行

政
と
地
域
が
し
っ
か
り
と
連
携

す
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
が
で
き
る
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

●
意
見
・
要
望

•
小・中
学
校
に
緊
急
地
震
速
報

を
自
動
で
一
斉
に
知
ら
せ
る
放

送
設
備
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

•
中
学
校
部
活
動
と
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
連
携
し

て
、
よ
り
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

●
感
想

•
市
長
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら

有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
た

の
で
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た

•
市
が
地
域
の
課
題
に
対
し

て
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た

　
１
月
９
日
、
本
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
野
球
教
室
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
る
「
松
山
城
北
石
毛
会
」
か
ら
、
市
交

通
安
全
推
進
協
議
会
に
寄
付
が
あ
り
、
野
志
市
長
か
ら
同

会
・
渡
部
真
二
会
長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
野
志
市
長
は
「
頂
い
た
寄
付
を
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
登
下
校
時

の
児
童
・
生
徒
の
事
故
防
止
に
役
立
て
て
い
く
」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

都
市
・
交
通
計
画
課
948
６
４
２
１
・
934
１
８
０
７

　
式
に
は
消
防
職
員
、
消
防
団

員
、女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

大
学
生
防
災
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
約
１
９
０
０
人
が
参
加
し

た
ほ
か
、
は
し
ご
付
消
防
自
動

車
な
ど
消
防
車
両
25
台
が
集

結
。
分
列
行
進
を
は
じ
め
、
火

災
現
場
さ
な
が
ら
の
迫
力
あ
る

消
防
職
員
訓
練
や
高
さ
６
㍍
の

は
し
ご
の
先
端
で
消
防
団
員
が

行
う
「
古
典
竹た

け
ば
し
ご

梯
子
演
技
」
な

ど
、
洗
練
さ
れ
た
消
防
技
術
が

披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
観
客
た

ち
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
き

て
い
ま
し
た
。

消
地
域
防
災
課
926
９
２
２

９
・
926
９
１
８
９

　
小
野
地
区
や
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
な
ど
に
つ
い

て
熱
心
に
考
え
て
い
る
地
域

の
皆
さ
ん
の
姿
に
感
心
し
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
人

前
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
る

の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す

が
、
思
い
を
声
に
出
す
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
訓
練
や
演
技
を
見
て
と
て

も
か
っこ
よ
か
っ
た
し
、
頼
も

し
か
っ
た
で
す
。
大
き
く
なっ

た
ら
地
元
の
消
防
団
活
動
に

も
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

思
い
を
声
に

出
す
こ
と
が
大
切

消
防
の
皆
さ
ん
は

か
っ
こ
い
い

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課

948
６
３
３
３
・

934
２
３
３
６

〈３月１日申請分から選択可〉

市有施設の割引（平成29年６月から実施中）

選べるプラン

対象本市に住民登録のある65歳以上で、平成25年６月１日以降に有効な運転免
許証を自主返納（全部取消）した人。ただし、過去にこの制度により乗車券など
の交付を受けている人は対象外
申し込み返納時に申請＝直接、申請書（申請場所にあり）を運転免許センター（勝
岡町）または松山東・西・南警察署へ▶後日申請＝直接、申請書（申請場所にあり）と
「申請による運転免許の取消通知書」（原本）を都市・交通計画課（市役所本館７階）へ
※利用券などは、申請後30日程度で自宅に郵送
都市・交通計画課 948-6863・ 934-1807（運転免許証の返納について＝
県運転免許センター 934-0110）

運転免許返納サポート事業リニューアル

対象施設 通常料金（★は高齢者料金） 割引後料金 割引回数・期間
総合コミュニティセンター温水
プール

①最初１時間250円
②以降１時間200円

①125円
②100円 ・回数制限なし

・本事業終了まで
アクアパレット １時間250円 125円
子規記念博物館（常設展）

200円（★） 無料 ・回数制限なし
・発行日から１年間坂の上の雲ミュージアム

道後温泉本館　神の湯　２階席 840円 670円 ・１人１回限り
・発行日から１年間

 　

消予防課 926-9247・
926-9163

地図なども使って意見交換

　「松山市運転免許返納サポート事業」の支援内容に
３月１日申請分から「飛

あ す か

鳥乃
の

湯
ゆ

泉プラン」が加わります。

飛鳥乃湯泉プラン
（交付総額5,500円相当）

交通利用券プラン
（交付額5,000円相当）

「飛鳥乃湯泉」２階大広間招待券
（２回分2,500円相当）

交通利用券（3,000円相当）

交通利用券（5,000円相当）

ICい～カード
タクシー利用券

興居島フェリー回数券
JR四国旅行券

安居島フェリー利用券
中島汽船バス利用券

ICい～カード
タクシー利用券

興居島フェリー回数券
JR四国旅行券

安居島フェリー利用券
中島汽船バス利用券

※６種類から１つを選択 ※６種類から１つを選択

ど
ち
ら
か
を
選
択

＋

交通安全推進への寄付に
感謝状を贈呈

交通安全推進へ
の寄付に感謝状
を贈呈

春季全国火災予防運動
（３月１～７日）

「火の用心
ことばを形に
習慣に」

全国統一防火標語

　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
消
防
関
係
機
関

が
一
堂
に
集
ま
り
団
結
を
強
め
、
さ
ら
に
市
民
の
防
火
・
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
１
月
21
日
、
平
成
30
年
市
消
防
出
初

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

住宅火災から命を守る７つのポ
イント住宅用火災警報器を設置
する▶防炎品を使用する▶住宅
用消火器などを設置する▶隣近
所の協力体制をつくる▶寝たば
こは絶対やめる▶ストーブは燃
えやすいものから離れた位置で
使用する▶ガスこんろなどのそ
ばを離れるときは必ず火を消す

勇壮な古典竹梯子演技

本番さながらの訓練

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

平
成
30
年
市
消
防
出
初
式
を
開
催

※割引を受けるためには、本市から送付するクーポン券などが必要

＋


